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モトヤ書体の開発は、1950 年代から始まり現在に

至っています。この間モトヤ書体は、鉛活字、タイ

プ活字、写植用文字盤、デジタルフォント（ビット

マップフォント・アウトラインフォント）と様々な

組版手段に対応し、その製品形態を変えてきました。

しかし永年にわたる書体開発の歴史の中で、変わら

ないものが、「可読性の良さ」と「文字の美しさ」の

追求です。

元
々
漢
字
も
仮
名
も
縦
組
用
の
文
字
で
あ
り
、
組
版
も

長
い
間
縦
組
が
主
流
で
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
書
体
が
、

横
組
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た

た
め
、
横
組
が
主
流
と
な
り
始
め
る
と
大
き
な
問
題
を

抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

漢
字
と
仮
名
の
調
和

日
本
語
の
組
版
や
可
読
性
を
語
る
時
に
、
縦
組

と
横
組
に
触
れ
な
い
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

漢字は象形文字から発達した文

字と、それらを用いて論理的に

組み合わせた文字とに大別する

ことができます。

可読性の良さは人に優しい

ABCDEFGHIJKLMNOPQ
RSTUVWXYZabcdefghij
klmnopqrstuvwxyz012345
6789.:,;(*!?)
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